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『情報コミュニケーションを考える２』
· メールコミュニケーション
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■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

· 「■■■■■■■■■■」  Mehrabian, A. (1971)
· ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■[image: image4.wmf]
·  ■■■■■■
エモティコンは、■■■■■■■■■■■■■■■■■■である為、自然に世の中が生み出した■■■■■■■■■といえる。
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· 情報社会における問題を含むコミュニケーション
情報社会では、■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■。大きく「人と人」「人と機械」のコミュニケーションが考えられるが、■■■■■■■■■となっており、■■■■■■■■■■■■■■■ものとなっているのが現状である。
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1.■■■■■■■■■


　から選ぶしかない。


2.選択肢が多い場合、


　■■■■■■■。





（■■情報：見た目・表情・しぐさ・視線）■％





（■■情報：声の質・大きさ・速さ・口調）■％





（■■情報：言葉そのものの意味）　　　　■％
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